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平
成
27
年
４
月
か
ら
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
」
の
実
施
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
新
制
度
で
は
、
市
に
よ
る
３
つ

の
区
分
の
認
定
に
応
じ
て
、
幼
稚
園
・

保
育
所
な
ど
の
利
用
先
が
決
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
幼
稚
園
・
保
育
所

な
ど
の
利
用
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、

利
用
の
た
め
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

手
続
き
の
内
容
や
時
期
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
広
報
う
わ
じ
ま
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
福
祉
課
保
育
係
☎
２４ 

ー 

１
１
１
１
内
線
２
１
３
９
・
２
１
４
４

新
制
度
か
ら
の
授
業
料
・
保
育
料

　

新
制
度
か
ら
の
幼
稚
園
・
保
育
所
な

ど
の
利
用
に
か
か
る
授
業
料
・
保
育
料

は
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
支
払
い

が
基
本
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
保
育
所

で
の
保
育
料
と
同
じ
決
定
方
法
で
す
。

　

新
制
度
適
用
外
の
幼
稚
園
・
保
育
所

で
は
、
申
込
手
続
き
・
保
育
料
な
ど
は

今
ま
で
と
同
じ
で
す
。
新
制
度
が
適
用

さ
れ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
※
１
）
保
育
の
必
要
な
事
由 

… 

現
在
の
保
育
所
の
入
所
基
準
と
同
じ
で
す

が
、
就
労
時
間
な
ど
の
最
低
基
準
は
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
※
２
）
保
育
標
準
時
間 

… 

現
在
の
保
育

所
の
利
用
時
間
と
基
本
的
に
同
じ
で
す
。

（
※
３
）
保
育
短
時
間 

… 

１
週
間
で
お
お

よ
そ
30
時
間
未
満
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労

な
ど
の
保
護
者
の
お
子
さ
ん
が
該
当
し
ま

す
。（
基
準
と
な
る
時
間
に
つ
い
て
は
決

ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

〜
施
設
な
ど
の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
認
定
を
受
け
て
く
だ
さ
い
〜

幼稚園
などを
利用希望
の場合

１.
幼稚園など
に直接
利用申し込
みをします

２.
幼稚園など
から入園の
内定を受け
ます

３.
幼稚園など
を利用する
ための認定
申請をします

４.
市から認定
証が交付さ
れます

（１号認定）

５.

幼稚園な

どと契約

をします

保育所
などでの
保育を
利用希望
の場合

１.
市に「保育
の必要性」
の認定を申
請します

２.
市から認定
証が交付さ
れます

（２・３号認定）

３.
保育所など
の利用希望
の申し込み
をします

４.
状況などに
より、市が
利用調整を
します

５.

利用先の

決定、

契約をし

ます

＜ 子ども・子育て支援新制度の利用の基本的な流れ ＞

＜ 認定の区分 ＞

ａ.「保育標準時間」利用
（※２）

…  両親ともフルタイム就労などでの利用
時間（最大11時間）

ｂ.「保育短時間」利用
（※３）

… パートタイム就労などでの利用時間
（最大８時間）

↓ ↓

お子さんが満３歳以上で、教育

を希望する場合

（市での現在の利用先：幼稚園）

１号認定 教育標準時間認定

お子さんが満３歳以上で、保育

の必要な事由（※１）に該当し、

保育を希望する場合

（市での現在の利用先：保育所）

２号認定 満３歳以上・保育認定

お子さんが満３歳未満で、保育

の必要な事由に該当し、保育を

希望する場合

（市での現在の利用先：保育所）

３号認定 満３歳未満・保育認定

※ ２・３号認定は、さらに

[a]・[b] に区分されます。


